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社会的視点取得における発達的変化
―大人と幼児，発達障害児について―

小沢日美子（同朋大学）

キーワード：意図理解，誤信念，社会的視点取得

問 題

社会的視点取得能力は，他者の立場に立ち相手

の感情や思考を理解し，相手の考えや気持ちを推

し量り，調整して対人行動に生かす能力である。

社会的視点取得能力は，心の理論を中心にして研

究されてきている。子ども時代の「心の理論」の

発達には母親の言語使用が密接に関わっているこ

とから大人の言語使用についての文化差を見るこ

とが重要だと考えられている（

）。他者の心を類推し，理解する「心の

理論」の発達には，意図的な絵本や物語に接する

機会の多さが影響を及ぼすとされる（

。発達に障害が疑われる

幼児は，「心の理論」課題を通して測定される社会

的認知機能において，精神年齢，言語年齢を一致

させた定型発達児よりも発達が遅れていることが

指摘されている。

本研究では，社会的視点取得能力の発達に関し，

社会的文化の影響が考えられる男女差，幼児期の

言語発達差に着目して，大人と幼児及び発達障害

児を検討する。

方 法

調査協力者 大人 人（ ： ：

）。幼児 定型発達児

人（ 歳 人 歳 人 歳 人）（ ： ：

： ： ： ）。 発達障害児 人（ ：

： ： ： ， ： ： ： ）。

課題概要 「心の理論」課題：意図理解課題（

é ），誤信念課題（

）について，他者 種（人： ロボッ

ト ）を実施した。言語発達課題：語彙 文章記憶，

理解，類似，定義，数唱（幼児を対象に実施した）。

手続き 大人：「心の理論」課題のそれぞれの物語

を 場面ごとに区切って読み上げ，集団一斉方式

で実施した。課題ごとの質問紙は事前に配布した。

幼児：初めに言語発達課題を実施した。その後，

「心の理論」課題は，アニメーションをディスプ

レイに投影して個別方式で実施した。課題の他者

の組み合わせは，カウンターバランスを取った。

倫理的配慮 幼児では調査概要を機関長の承諾を

得て同意が得られた保護者の幼児に調査協力を依

頼した。調査による不安感，調査後の疲労感を高

めないように配慮し， 必要の際には状況判断によ

り中止し，事後フォローを実施することとした。

大人は，大学の授業後に教室で調査概要を説明し

同意が得られた学生について調査協力を依頼した。 
結 果

大人の「心の理論」課題（意図理解と誤信念）

において他者（ ）のとき，および，意図理解得点

（ ）のとき，誤信念得点（ ）のとき，一要因分

散分析において，男女差が示された（ （ ）

， ，（ ） ， ，（ ）

， ）。その他は有意ではなかった。幼児

の「心の理論」課題において意図理解得点での年

齢・言語の交互作用のみ有意だった（（ ） ，

）。なお，年齢と言語発達得点でやや強い相

関関係を示した（ ， ）。また，意図理解

得点と言語発達得点は，偏相関（統制変数：年齢）

で有意傾向を示した（ ， ）。しかし，誤

信念得点と言語発達得点では示さなかった

（ ， ）。また，幼児では，「心の理論」

課題のいずれも，他者の性質にかかわらず，有意

な相関関係を示さなかった。発達障害児では，年

齢と言語発達得点の関係にて有意な傾向を示唆し

た（ ）。また，偏相関係数（統制変数：年齢・

男女）にて，意図理解得点と言語発達得点は強い

関係を示した（ ， ）が，誤信念得点で

は示さなかった（ ， ）。

考 察

大人では，「心の理論」課題で，他者（ ）のと

き，とくに他者の意図を理解する課題において，

男女の差が示された。このことは，他者の性質に

よる社会文化的な影響と，表層的言語に隠された

意味理解において男女差が影響することが考えら

れる。幼児では，年齢と言語発達得点の交互作用

が意図理解得点に示唆された。一方，幼児の結果

では男女差の影響を示す結果は得られなかった。

なお，幼児期の他者の意図の理解は，言語発達と

生活経験との関係において発達することが考えら

れる。また，発達障害児では，誤信念課題より意

図理解得点が言語発達と密接に関連することが示

唆された。社会的視点取得のうち，特に，意図理

解では，大人，幼児，障害児とも社会生活経験，

また，言語理解，とくに，意味の理解が影響する

ことが考察される。

今後の課題として，調査実施の手続きの影響，

調査協力者の人数の影響が挙げられる。
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「重さ」の授業からみえてくるもの

大西真樹男（立命館大学）

キーワード：重さ，授業，発達

問題と目的

子どもの「重さの保存」は， 歳頃から認めら

れると は述べているが，学校教育との関連

を無視できない。現在，小学校理科では「重さ」

が 年生で扱われるが，小学校学習指導要領での

「重さ」特に「重さの保存」の扱いは今まで一貫

していたとは言えない。「重さ」の授業について考

えることは，子どもの発達と教育との関連を考え

る上で意味があると考える。本研究の目的は，小

学校理科あるいは算数における「重さ」の授業で

はどのようなことが重視され，あるいは工夫され

ているのかについて具体的な授業記録等を基に明

らかにし，その意味を考察することである。

方 法

本論考で対象とする授業は、最も古いもので

年，最新のものは 年であり，全部で

の授業である。授業は，「科学教育研究協議会」（以

下，科教協）編集の「理科教室」に掲載されたも

のを主にみていく。なお，ここでいう授業には，

「授業記録」と「授業報告」が含まれており，「授

業記録」は，授業の目的・授業計画があり，その

中の特定の授業時間における子どもの発言も含ま

れているものとし，「授業報告」は，その単元全体

の授業の概要とまとめを誌上で報告，または紹介

しているものとした。

授業分析は，子どもの認知的な発達が意識され

ているか，また，授業において重視されているこ

と，工夫されていることはなにか，これらに留意

しながら行った。

結果と考察

分析の結果，授業者が持つ特徴的な視点として

以下の５点が挙げられる。①小学校４年生で理科

の「重さ」の学習を行った方が，小学校 年生で

行うより子どもは理解できる。②小学校３年生か

ら理科で「重さ」を扱う場合、体験を重視するべ

きである。③友達の意見を聞いて考える場面が授

業には必要である。④興味・関心の広がりを重視

するべきである。⑤理科と算数との合科、あるい

は関連を考えて「重さ」の授業を構想することも

必要である。以上から，授業者は，子どもの認知

的な発達を意識しながら授業を行っていることが

明らかになった。

明らかになった つの視点のうち，ここでは主

に①と②に焦点化して考察していく。①と②は子

どもの認知的な発達に関わっての視点であると考

えられるのがその理由である。

小学校３年生の特徴として，判断が直感や体験，

すなわち見た目や体験した重さ感覚などに左右さ

れやすい点が挙げられよう。それらは非常に強固

であって，それまでの自らの体験で得た認識を組

み替えるのはまだ難しい時期でもある。それを乗

り越えるために、丁寧に重さの保存に関する予想

と実験を行う。実験も具体物を用い，場面や扱う

物を変えて繰り返すなどの工夫がされていた。

小学校 年生の特徴は実験の結果を一般化でき

ること，すなわち抽象的に考える力がついてきて

いるということが挙げられる。授業は予想から話

し合い，実験での検証，予想の変更・確認，そし

て結論に至る流れが重視されるようになる。すな

わち，思考実験を行い，それを友達と交換し合う

ことで思考を深める。そして，具体的な事実から

再度自らの思考を振り返り，結論を確認し法則化

する。小学校 年生にとって，この過程が論理的

な思考を促進させる働きを持つと言える。その時、

重さは目の前にある形と切り離されて抽象的論理

的思考の結果として認識されている。

歳頃になり抽象的論理的な思考ができるよ

うになると，科学的な「重さ」理解が深まる。「重

さ」の授業は，子どもの思考に依拠しながらそれ

を発展させる方向で取り組まれていた。
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